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Primary Report of Ecological Survey of Acheilognathus melanogaster   


































　2011 年の 5 月から 12 月まで，8 月を除き毎月一回，
タナゴが生息している河川の計 3 地点（上流から順
に A 地点，B 地点，C 地点と表すこととする．）にお
いて調査を実施した．5 ，6 ，7 月は，各地点の周辺で，
魚類採捕しやすそうな場所を選び，セルビンを仕掛け
た．9 ，10，11，12 月は，各地点に調査範囲（流域の
長さ 50m 程度）を設け，範囲内にセルビンを 7 か所（A 






　A 地 点 で は， 全 調 査 期 間 を 通 じ て タ ナ ゴ




parva）の 2 種のみが捕獲された．10 月のみタナゴの
方が多く捕獲されたが， 全体を通しては， モツゴの方
が多く捕獲された．
　B 地点では， タナゴ（Acheilognathus melanogaster）， 
タイリクバラタナゴ（Rhodeus ocellatus ocellatus）， 





　C 地点では， タナゴ（Acheilognathus melanogaster）， 
タイリクバラタナゴ（Rhodeus ocellatus ocellatus）， 







の多様度指数 D） を調べたところ， A 地点が最も低く， 
安定して 0.5 近辺の値をとっている．B， C 地点では， 
全体を通して A 地点より 1 に近い値をとり， 多様性が
大きいことが示唆されているが， 月による大きな変動
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タナゴの全長
　タナゴの全長は図 2 に示す通りであった．タナゴは 
1 年で 30 ～ 40 mm 程度大きくなると言われている（櫻
井，私信）．全ての地点のデータがある 10 月（7 月は
C 地点のタナゴの個体数が少ないため不適と判断）の
ヒストグラムに着目する．二年魚であることを示す体
長 48mm ～ 64mm の間に A 地点では，全体の 56％の
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